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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和7年9月号

9月1日は「防災の日」でした！みんなで「防災」について考えてみましょう☟☟☟

白川郷・五箇山の合掌造り集落 世界遺産30周年記念事業

ゆい2.0 みんなで学ぶ「防災」
世界遺産30周年記念事業。第二弾は8月

11日（月）朝、ラジオ体操の後「ゆい2.0」
と題し、お招きした2名の講師の方から、
イラストや建築模型を用いながら、災害の
歴史や防災意識の大切さを学び、その後、
実際に消防設備を操作することで、防災に
ついての理解を深めました。世界遺産を守
っていくには、合掌屋根の葺き替えだけで
はなく、火事や地震などの災害から命や家を守らなければならず、日ごろの防災意識の向
上と共に、様々な知識も必要です。以下に要点をまとめて紹介いたしますので、この機会
に、ぜひご家族で防災について考えてみていただけたらと思います。

・「地震・雷・火事・親父」と昔から言われるほど、人々は災害と共に生きてきたが、何か
あっても時間が経つと忘れてしまうもの。防災において、課題や教訓を次世代に伝えるこ
と、そして白川村ではどのような災害が起こり得るのか想像し、災害が起きる前に対策す
ることが大切。そこに結や人と人との繋がりは不可欠である。

・どれくらい火に弱いのか、どれくらいの雪や茅の重さに耐えられるのか等、木造建築の特
性を知り、専門家ではない私たち住人が災害に対応していく必要がある。

●みんなで学ぶ～地震その他災害編～
講師：東京大学生産技術研究所木質構造デザイン工学教授 腰原幹雄 様

・木は可燃だが、燃え方はゆっくりなので火災を止める材料でもある。建築材として太く厚
く使用し、隙間を埋めることで断熱性能の向上や延焼防止に繋がる。建物の特徴を知るこ
とが、火災に備えることでもある。

・コンロなど火の周りに燃えるものを置かない、整理整頓する等「①火を出さない」こと、
日ごろから消防設備がきちんと作動するかの確認を行い「②火災を早く見つけて、まわり
に知らせる」こと、火災が発生したらできるだけ早く水をかける「③火を消す（初期消
火）」ことが大切。

●みんなで学ぶ～火災編～
講師：東京大学生産技術研究所リサーチフェロー 安井昇 様

参加したこどもからは「消
防設備のことは知っていたけ
れど、実際使ってみると難し
かった。いろんなお話を聞け
て楽しく勉強できた。火事に
ならないように家の整理整頓
を頑張りたい。」という感想
が、大人からは「今まで耳に
してきた話が繋がって、防災



8月の活動報告 ※10月の定例会は9日(木)を予定（公民館和室にて）
8日 定例会 26日 技術の継承ワークショップ
11日 ゆい2.0（防災講座） 31日 センガイワ倉庫・守る会茅場草刈り（一般環境部・合掌環境部）
12日 ねそ8月号発行（総務部） 随時 草刈り（福田）

6月の協議事項（現状変更申請に関わって） 6月10日開催
松古卓也･･･仮設テント設置 松古卓也･･･外壁の塗装 松古奈々･･･外壁の塗装
西村茂和･家屋の解体 今藤建二･･･看板補修 今藤建二･･･エアコン室外機設
寺口涼馬･･･自宅南側コンクリート、東側改良土敷き込み 神田将成･･･屋根葺替え
合掌庵（石坂至子）･･･合掌主屋2階、3階窓建具取替え 西村浩昭･･･屋根融雪
東中組伍長（藤坂俊幸）･･･エアコン室外機設置 中田満幸･･･白壁を杉板張に変更
佐藤正貴･･･店舗入口土間の舗装修繕、水差し口取替え

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

８月26日（火）夜、茅葺き技術の継承ワークショップ ～ツノ結びをマスターしよう～と
題した講習会が荻町公民館2階で開催されました。当日は茅葺き職人などの熟練者と、荻町
の若手を中心とした参加者の約20人が集いました。当講習会は、野谷会長の「結の屋根葺き
の際に、経験の浅い若手がつまづきがちな縄締めを事前に練習することで、自信をもって屋
根葺きに臨んでもらいたい」という思いから開催され、シリーズとして今回３回目を迎えま
す。また、かや屋根技術舎のご協力のもと開催されています。講習の内容は、葺いた茅を締
める際に用いられるワサン（巻き結び）や、ツノ結び（男結び）をわら縄を使い、実際に手
を動かして学びました。近年、茅葺き技術を学ぶ機会が少なくなっている中、当講習会は熟
練者に技術を直に教えてもらえる、貴重な機会となりました。また、実際の屋根葺きの場を
想定した練習をすることで、本年11月8日（土）・9日（日）に控えている結による合掌屋
根葺きのイメージが

9月の協議事項（現状変更申請に関わって） 9月10日開催
＊＊＊＊･･･住宅の新築 ＊＊＊＊･･･土間コンクリート ＊＊＊＊･･･合掌妻部分窓取替え
＊＊＊＊･･･茅倉庫の建替え ＊＊＊＊･･･看板取替え ＊＊＊＊･･･本屋西側屋根塗装
＊＊＊＊･･･仮設日除設備設置 ＊＊＊＊･･･店舗トタン屋根葺替え

◆ねそ編集後記～観光協会青年部のみなさん＆学生さんたちと集落内のゴミ拾い～
ここ数年、オオハンゴンソウ除去作業を一緒に行ってくださっていた、トヨタ白川郷自然學校が

実施するプログラム『SDGs担い手育成講座』へ参加した学生さんたちと、今年は集落内のゴミ拾い
を行いました。日ごろからの住民みなさまの美化活動のおかげで、本当にきれいな白川郷で、ごみ
の拾いがいはありませんでしたが、住民ひとりひとりの「守ろう」という意識を知ってもらうこと
ができてよかったと感じました。作業後の直会では、村の暮らしについてお話しましたが、守る会
の取り組みについても、もっと伝えられたらよかったなと思いました。楽しい時間はあっという間
で、全然時間が足りませんでした。［福田］
・松井家の清掃ボランティア、茅刈りにも関心あり

◆みんなで「ツノ結び」を勉強しました！

◆坂井家 屋根めくり

◆現状変更申請提出の基準の明確化（いつか掲載できれば）

・日程
・お手伝い募集 等

★尾崎さん確認中

写真（左）茅を押えるヌ

イボクをわら縄で締め上
げる場面の説明

写真（右）ワサン、ツノ
結びの練習風景

でき、自信がついた
参加者も多かったの
ではないでしょうか。
［文責：清水顕治］

について理解できた。何事も
参加して見聞きすることは大
切だと思った。自分がこども
の頃は、このよう体験はなか
なかできなかったので、大人
もこどもも、もっと参加でき
たらよかった。」という感想
が聞かれました。
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